
支援終了予定日や活動の目標は、予期しない突発事項やプログラムの進捗状況により、
変更される場合があります。

地域との関係構
築やニーズ調
査、計画策定を
します

土台やしくみを
作ります

知識・技術を身
につける活動を
します

評価・見直しを
しつつ活動を進
めます

支援の終了を意
識し、活動が持
続できるよう整
えていきます
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スタンレー・マムパシ
トヨタ地域開発プログラム　マネージャー

地域を代表し、皆さまに感謝いたします

いつもご支援いただき、ありがとうございます。今年最大の成果は、多くの子どもたち

が安全な飲み水にアクセスできるようになったことです。これにより、予防可能な病

気から子どもたちが守られ、子どもたちは健やかに成長することができています。

今後最大の課題は、根強く残る貧困により、一部の子どもたちが教育や保健・医療サ

ービスにアクセスできていないことです。これからも、家族が子どもたちのニーズを

満たせるよう、サポートしていきたいと思います。皆さまの継続的なご支援のおかげ

で、弱い立場にいる子どもたちが明るい未来に向かって歩めるようになります。 

心から感謝いたします。

2020年　プログラム近況報告
コンゴ民主共和国　トヨタ地域開発プログラム



ご支援により、トヨタ地域の子どもたちが

よりよい環境で育つことができています

1,204人
の子どもたちの栄養状態が、301世帯

が農業の生産性を向上させる方法を

学んだことで、改善されました。

の子どもたちが、保護者が教育

の重要性を知ったことで、学校

に通えるようになりました。

11,204人

466人
の新生児が出生証明書を受け取

り、市民サービスを受けられるよ

うになりました。

300人
の弱い立場にいる子どもたち

が、寒さから身を守るために毛

布を受け取りました。

「以前は、周りの女の子が学校に行

く中、私は家にいました。父が養鶏の

訓練を受け、今では食費、学費、医療

費を賄えるようになりました。学校に

通えるようになり、嬉しいです」

シャンツェリンちゃん、17歳



手を洗うようになり、病気で 

学校を休むことがなくなりました！

「家族と私はトイレに行った後、手を洗ったことがありませんでした。また、家族の誰

かが腹痛や下痢になると、すぐうつっていました。そのため、よく学校を休んでいまし

た」と、ケビンちゃん（12歳）は言います。

「両親は、手洗いと衛生習慣に関する研修に参加しました。私も学校で手洗いと正し

い衛生習慣について教わりました。衛生状態を改善するために、トイレを改修するた

めの資材も受け取りました。家の近くに井戸もできたので、清潔な水を得られるよう

になりました」

「研修で学んだペットボトルを使った簡単な手洗いの方法を実践し、今ではトイレを

使うたびに手を洗うようになりました。家族の健康状態が良くなり、病気になりにくく

なりました」



ご支援いただきありがとうございます。
貧困の原因を根本から解決することで生きることが 

困難な2億人以上の子どもたちの生活が改善しました 

（ワールド・ビジョン全体での数字です）

「以前は学校に、トイレがありませんでした。ご支援により、きれい

で清潔なトイレができました。水が原因の病気にかかる心配がなくな

り、嬉しいです」

– モンガちゃん、13歳

 
コンゴ民主共和国　トヨタ地域開発プログラム
2019年度（2018年10月1日～2019年9月30日）

プログラム支援額 (単位：円)

チャイルド・スポンサーシップ当期支援額 64,953,300

前期からの繰越額 13,100,273

プログラム支援額合計 78,053,573

プログラム支出額
農業・生計向上プロジェクト 25,098,940

水衛生プロジェクト 16,123,734

教育プロジェクト 10,820,536

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト 29,654,257

プログラム支出額合計 81,697,467

次期繰越額 -3,643,894

会計報告 活動内容

　 農業・生計向上プロジェクト
・ 畜産農家や小規模なグループへの

　 畜産に必要な資機材の支援

・　貯蓄グループ設立のトレーナーの養成

　 水衛生プロジェクト
・　学校におけるトイレ建設支援

・　水管理委員会の能力強化研修

・　宗教指導者への衛生改善研修

　 教育・ライフスキルプロジェクト
・ 読書クラブを通じた子どもたちの識字向上

・ 出産後90日以内の出生登録の必要性の啓発

・ 「子ども議会」を通じた地域の子どもの保護意識の啓発

お問い合わせ先

特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

TEL:03-5334-5351
Eメール：dservice@worldvision.or.jp　ホームページ：www.worldvision.jp

プログラム番号：ZAR-183280

　 スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト
・ 手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流

・ チャイルドの定期的なモニタリング

・ 「子どもを中心とした開発」についての啓発活動


